
ネオシールド 調整 トランスファーシステム



ネオシールド 調整 マルチスパイクシステム 使用手順

1 準備

マルチスパイクを
接続し、ツメを押
さえます

1

バッグアダプター
を装着します

2

レバーロックをロ
ックシリンジに装
着します

3

2溶解液採取

バッグアダプター
にレバーロックを
装着します

1

溶解液を採取しま
す

2

レバーを押し、接
続を切離します

3

マルチスパイクに
レバーロックを装

着し、陰圧法（ポンピン
グ）にて溶解液を注入し
ます

3バイアル注入

1

レバーロックを押
し、シリンジを外

し他後に、薬剤を溶解し
ます。

2

4薬液採取

POINT
バイアル採取前に、採取
する量の空気を輸液バッ
グからシリンジ内に入れ
ておきます

マルチスパイクに
レバーロックを装

着し、陰圧法（ポンピン
グ）にて溶解液を採取し
ます

1

POINT
シリンジ内の空気が不要
な場合は、輸液バッグに
空気を返します

レバーを押し、接
続を切離します

2

5バック注入

輸液バッグにレ
バーロックを装着

し、薬液を注入します

1

薬液注入後、レ
バーを押し、接続

を切離します

2

バックアダプター
に保護カバーを付

けて、払出します

3



ネオシールド 投与ライン
Yタイプ
使用手順

レバーつまみます ロックが解除され、シー
ルドの反動で自動的に
切離します

POINT
安全な切離しのために!!

引っ張らないことが
ポイントです シールドの反動が

無くなってから、取外し
ます。

１．プライミング～前投薬投与

クランプを閉じ
ます

1 前投薬バッグ
に瓶針を挿入
します

流路切替
バーを側管側
に向けます

点滴筒をポン
ピングし、半分
程度液を満た
します

2 3 4

輸液ラインをプライミングした
後、留置針等に接続し、前投
薬を開始します

前投薬が終了
したら、クラン
プを閉じます

5

2．抗がん薬投与

レバーロック
をバッグアダ
プターに装着
します
カチッと音が
します。

HD輸液バッグ
に装着された、
バッグアダプタ
のキャップを取
り外します

1 2

カチッ

流路切替
バーをメイン
ルート側に向
けます

点滴筒を1～2回
押し、側管ライン
をプライミングしま
す。

クランプにて流速を調製し、
抗がん薬の投与を開始します

投与が終了したら、クランプ
を閉じます。次の投薬がある
場合は、レバーロックのレバーを

押してラインを切り離し、次の薬剤の
バックアダプターに接続します。

3 4
5



ネオシールド 投与ライン
シングルタイプ
使用手順

レバーつまみます ロックが解除され、シー
ルドの反動で自動的に
切離します

POINT
安全な切離しのために!!

引っ張らないことが
ポイントです シールドの反動が

無くなってから、取外し
ます。

１．プライミング～前投薬投与

クランプを閉じ
ます

1 前投薬バッグ
にレバーロック
を装着します

点滴筒をポン
ピングし、半分
程度液を満た
します

2 3

輸液ラインをプライミングした
後、留置針等に接続し、前投
薬を開始します

前投薬が終了
したら、クラン
プを閉じます

４

カチッ

レバーをつまみ
レバーロックを
取り外します

5

2．抗がん薬投与

レバーロック
をバッグアダ
プターに装着
します
カチッと音が
します。

HD輸液バッグ
に装着された、
バッグアダプタ
のキャップを取
り外します

1 2

カチッ

クランプにて流速を調製し、
抗がん薬の投与を開始します

投与が終了したら、クランプ
を閉じます。次の投薬がある
場合は、レバーロックのレバーを

押してラインを切り離し、次の薬剤の
バックアダプターに接続します。

5
輸液バッグのポートに、バッグアダ
プターの瓶針を直すぐ穿刺します。

バッグアダプターの装着


